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別表

電子入札

0 調達案件番号

1 工事（業務）番号

工事（業務）名

工事（履行）場所

工事（業務）内容

工期（履行期間）

提出方法

提出先及び期限

その他

電子入札案件区分

入札保証金

契約保証金

施行担当課

電話番号

令和4年05月09日　（08時00分～20時00分）
令和4年05月10日　（08時00分～17時00分）

電子入札

17
施行担当課及び
電話番号

都）建築部建築工事課

011-211-2824

電子入札システムによること。提出方法

工事－徴収する。ただし、利付国債の提供、金融機関等の保証、履行保証証
券、履行保証保険（定額補填方式）によることができる。
業務－免除。

令和4年05月11日　09時30分

場所

契約締結期限

工事－落札結果通知日の翌日から起算して５日後（５日後が土曜日、日曜日
及び休日の場合は翌開庁日）まで。
業務－落札結果通知日の翌日から起算して２日後（２日後が土曜日、日曜日
及び休日の場合は翌開庁日）まで。
※期限内に契約を締結しない場合は落札を取り消す。

免除する。

11
入札及び開札の日
時・場所等

13
契約締結に関する事
項等

10
設計図書に対する質
問

質問者に対しては、電子入札システムにより回答する。質問に対する回答書
は、開札日の前日までの土曜日、日曜日及び休日を除く毎日、09時00分から
17時00分まで、札幌市役所本庁舎１４階財政局閲覧室において閲覧に供す
る。また、電子入札システムの運用時間においては、電子入札システムにお
いても閲覧することができる。

2 工事（業務）概要

中の島中学校給食室増築ほか工事

札幌市豊平区中の島2条3丁目1-1

校舎棟給食室（ＲＣ造平屋建、延べ面積約520m2）の増築工事、既存校舎の
内部改修工事及び屋上防水改修工事（防水改修面積約2,320m2）、並びに外
構工事を行う。

着手の日から令和5年05月31日まで

（入札日等訂正版）

22（建）第 0033 号

2204003311

落札結果通知予定日 令和4年5月25日

入札期間（年月日）

開札予定日時

札幌市中央区北1条西2丁目　札幌市役所本庁舎14階財政局入札室

電子入札システムにより提出すること。なお、質問事項は、説明要求内容欄
にできるだけ直接入力することとし、同欄には質問者の名称等は入力しない
こと。

契約担当部局（告示文第１）へ、この告示の日から入札開始日の３日前まで
に提出すること。ただし、開札日が令和4年5月10日の場合は令和4年4月25日
まで、開札日が令和4年5月11日の場合は令和4年4月26日までに提出するこ
と。（土曜日、日曜日及び休日を除く毎日、08時00分から20時00分まで。）

6
入札参加資格の
申請及び審査 申請書等提出期限（日） 開札日の翌日まで（審査順１位の落札候補者のみ）

審査方式 事後審査方式（入札参加資格の確認は落札を保留して行う。）



令和４・５年度 参考

工事名

共通費の算定に用いる工期 Ｔ＝ 13.1 月

本設計書で数量を示す施工方法等
   外部足場・災害防止項目の掛け払い及び共用日数、交通整理費に係る誘導員の人数

 本設計書は、発注者の施工計画に基づいて作成した設計図書の一部であり、見積り算定の参考と
して提示するもので、契約上、これを拘束するものではありません。
 ただし、設計時に知り得なかった現場状況の変化等は、監督職員と協議の上、必要に応じて設計
変更の対象としますが、札幌市建設工事請負契約約款第1条第3項により受注者の責任において定め
る施工方法等（以下、施工方法等）は、原則、設計変更の対象外とします。

設計書（見積参考）

令和４年３月単価適用

 札 幌 市 都 市 局 建 築 部

中の島中学校給食室増築ほか工事

誤



令和４・５年度 参考

工事名

共通費の算定に用いる工期 Ｔ＝ 12.6 月

本設計書で数量を示す施工方法等
   外部足場・災害防止項目の掛け払い及び共用日数、交通整理費に係る誘導員の人数

 本設計書は、発注者の施工計画に基づいて作成した設計図書の一部であり、見積り算定の参考と
して提示するもので、契約上、これを拘束するものではありません。
 ただし、設計時に知り得なかった現場状況の変化等は、監督職員と協議の上、必要に応じて設計
変更の対象としますが、札幌市建設工事請負契約約款第1条第3項により受注者の責任において定め
る施工方法等（以下、施工方法等）は、原則、設計変更の対象外とします。

設計書（見積参考）

令和４年３月単価適用

 札 幌 市 都 市 局 建 築 部

中の島中学校給食室増築ほか工事

正



建築工事　細目別内訳

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

とりこわし機械運 温室撤去工事に計上              

搬              

(舗装等)        

直接仮設        墨出し、養生、清掃、後片付け等  

1   
式

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装      細粒度ｱｽｺﾝt30 ﾀｯｸｺｰﾄ            

AS安定処理t50 ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ          1,011   
下層路盤t450                    ㎡

舗装機械運搬    1往復                           別紙 00-0034

1   
式

すきとり        積み込み共 H300程度             

556   ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｍ3

建設発生土運搬  ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  土砂 DID区間有り   556   
14.0㎞以下                      ｍ3

土工機械運搬    排出ｶﾞｽ対策型 普通  3t級        

(ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ)      1   
往復

縁石            9-11-7,9      再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ       

102   A

ｍ

縁石            9-11-7,9      再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ       

1.4 B

ｍ

砂利敷き        厚60                            

7.9 
㎡

ため桝２型　Ａ  520×520×1200                  

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-14                 1   
か所

ため桝２型　Ｂ  520×520×1050                  

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-14                 1   
か所

浸透ﾄﾚﾝﾁ管φ200 敷砂、透水ｼｰﾄ、砕石20-30        

20   
ｍ

VU管φ150       敷砂                            

14   
ｍ

(教材園)        

教材園　縁石    210×300×610                   

27.2 
ｍ

教材園　客土    残土処理共                      

22.1 
ｍ3

すきとり        積み込み共 H300程度             

13.3 教材園

ｍ3

(銅像移設)      

外構工事 外構

誤



建築工事　細目別内訳

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

とりこわし機械運 温室撤去工事に計上              

搬              

(舗装等)        

直接仮設        墨出し、養生、清掃、後片付け等  別紙 00-0066

1   
式

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装      密粒度ｱｽｺﾝt30 ﾀｯｸｺｰﾄ            

AS安定処理t50 ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ          1,011   
下層路盤t470                    ㎡

舗装機械運搬    1往復                           別紙 00-0067

1   
式

すきとり        積み込み共 H300程度             

556   ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｍ3

建設発生土運搬  ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  土砂 DID区間有り   556   
14.0㎞以下                      ｍ3

土工機械運搬    排出ｶﾞｽ対策型 普通  3t級        

(ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ)      1   
往復

縁石            9-11-7,9      再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ       

102   A

ｍ

縁石            9-11-7,9      再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ       

1.4 B

ｍ

砂利敷き        厚60                            

7.9 
㎡

ため桝２型　Ａ  520×520×1200                  

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-14                 1   
か所

ため桝２型　Ｂ  520×520×1050                  

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-14                 1   
か所

浸透ﾄﾚﾝﾁ管φ200 敷砂、透水ｼｰﾄ、砕石20-30        

20   
ｍ

VU管φ150       敷砂                            

14   
ｍ

(教材園)        

教材園　縁石    210×300×610                   

27.2 
ｍ

教材園　客土    残土処理共                      

22.1 
ｍ3

すきとり        積み込み共 H300程度             

13.3 教材園

ｍ3

(銅像移設)      

外構工事 外構

正



令和 4年度 札幌市都市局建築部 工事名   中の島中学校給食室増築ほか工事 図面名 建築工事特記仕様書 7 株式会社サン設計事務所   一級建築士 第 234042 号    髙橋 裕幸   図番 A ／ 7

化粧目地ﾓﾙﾀﾙの色 （ ・    ） 

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類 （ ※9章ｼｰﾘﾝｸﾞによる  ・    ） 

・壁用金属枠及び補強材 形状等は図示による 

・金属製化粧ｶﾊﾞｰ 材質、寸法、形状等は図示による 

・建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法とする (16.14.5) 

目地幅の寸法、伸縮調整目地の位置（ ・図示による  ※16.14.5 による ） 

目地部の力骨の補強方法 （ ・図示による  ※ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ製造所の仕様による ） 

１７章  ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事 
０１ 性能 ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの性能は以下とし、確認方法は適切な資料により、監督職員の承諾を

受ける。 (17.1.3) 

耐風圧性（ S－      ） 耐火性（     時間耐火     ） 

耐震性（          ） 耐温度差性（          ） 

水密性（  W－     ） 遮音性（  T－      ） 

気密性（  A－     ） 断熱性（  H－      ） 

０２ 材料 材料   （17.2.2）(17.2.3）(17.2.6)(17.3.2）(17.3.3）(17.3.6) 

・ﾒﾀﾙｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ ・PC ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

金属材料の種類 

 （ ・                 ） 

ｺﾝｸﾘｰﾄの種類（ ※軽量 1種 ・    ） 

設計基準強度（ ※30N/  ・    ） 

ｽﾗﾝﾌﾟ（ ※12cm以下 ・    ） 

鉄筋の種類（ ※SD295 ・    ） 

補強鉄線 寸法  

（ ※径 3.2mm以上 ・        ） 

・ｼｰﾘﾝｸﾞ 種類、断面（ ※図示による ・        ） 

・ｶﾞﾗｽ  種類、厚さ（ ※図示による ・        ） 

ｶﾞﾗｽの取付材料 

・ｼｰﾘﾝｸﾞ 種類（ ※図示による ・  ） 

・構造ｶﾞｽｹｯﾄ 構造、寸法、取付（ ※図示による ・  ） 

・断熱材 種類（              ） 

仕上げ（              ） 

・耐火目地材（PC ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ） ※図示による 

・先付け材料（PC ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ） ※図示による 

０３ 取付け等 ﾒﾀﾙｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

製品の寸法許容差（ ※表 17.2.1 による ・図示による（ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金鋳物） ） 

ｶﾞﾗｽ溝の寸法、形状等（ ※製作所の仕様    ） 

躯体つけ金物の取付位置の寸法許容差（ ※表 17.2.2 による ・図示による ） 

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ部材の取付位置の寸法許容差（ ※表 17.2.3 による ・図示による ） 

PC ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

製品の見え掛り部寸法許容差 （ ※表 17.3.1 による ・図示による ） 

構造ｶﾞｽｹｯﾄを使用する場合のｱﾝｶｰ溝の寸法、寸法許容差は図示による。 

配筋 

（ ※配筋を定めた計算書により、監督職員の承諾を受ける ・図示による ） 

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ部材の取付位置の寸法許容差  （ ※表 17.3.2 による ・図示による ） 

１８章  塗装工事 
０１ 材料 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物対策による。 

（18.1.3） 

防火材料の指定 （ ※図示による  ・     ）  

工程、使用量については、各ﾒｰｶｰ仕様による。 

０２ 素地ごしらえ 各部素地ごしらえは塗り工法に応じた節の規定による。 （18.2 節)  

０３ 錆止め塗料

塗り  

各部の錆止め塗料は塗り工法に応じた節の規定による以外は下記による。 

(18.3 節) 

鉄鋼面 

使用部位 塗料種別

(18.3.2) 

塗り種別(18.3.3) 素地ごしらえ 

・屋内 ・A種 

※B種（水系） 

見掛り（※A種 ・） 

見隠れ（※B種 ・） 

※C種 

・屋外 ※A種  

亜鉛めっき鋼面  

使用部位 塗料種別(18.3.2) 塗り種別(18.3.3) 素地ごしらえ 

・屋内 ・A種  ・B種 

※C種（水系） 
・A種 ※B種  ・A種 ・B種  

・屋外 ※A種  ・B種 ・A種 ※B種  ・A種 ※B種 

・鋼製建具 ※A種  ・B種 ※A種 ・B種 ※B種 

水系錆止め塗料は仕上げ塗料がEP-Gの場合のみ適用する。 

注：鉄骨等の一回目さび止め塗料塗りは、製作工場において組み立て後に行う。 

ただし、組み立て後塗装困難となる部分は組み立て前にさび止め塗料を 2回塗

る。 

０４ 塗装 ・合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り SOP  （18.4 節） 

使用部位 塗り種別 素地ごしらえ等 

・木部 ・A種（屋外） ・B種（屋内） ・A種 

・B種（透明塗料塗り） 

・鉄鋼面 ・A種 ※B種 錆止め塗料塗による 

・亜鉛めっき鋼面  錆止め塗料塗による 

塗料の種類（ ※1種 ・2種 ） 

・耐候性塗料塗り DP  （18.7節） 

使用部位 素地ごしらえ 上塗り等級及び種類 

・鉄鋼面 B種 
・1級  ・2級  ・3級 

（種類はA種とする） 
・亜鉛めっき鋼面 ・A種 

・B種 

・ｺﾝｸﾘｰﾄ面等 A種 ・1級  ・2級  ・3級 

・つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り EP-G  （18.8節） 

使用部位 塗り種別 素地ごしらえ 

・ｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、

ﾌﾟﾗｽﾀｰ面 

・A種 ※B種 ・A種 ※B種 

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面等 ・A種 ※B種 ・A種（継目処理工法） ※B種 

・木部  ※A種 ・B種 

・鉄鋼面 ・A種 ※B種  

・亜鉛めっき鋼面 

押出成型ｾﾒﾝﾄ板面の素地ごしらえはB種とする。 

塗料はTVOC 0.3％ 以下、ｼｰﾗｰは TVOC 1.0％ 以下とし、監督職員の承諾

を必要とする。 

・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り EP  （18.9 節） 

使用部位 塗り種別 

ｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰ、ﾎﾞｰﾄﾞ面 ・A種 ※B種 

押出成型ｾﾒﾝﾄ板面の素地ごしらえはB種とする。 

屋内に使用する場合は、塗料はTVOC 0.3％ 以下、ｼｰﾗｰは TVOC 1.0％ 以

下とし監督職員の承諾を必要とする。 

・水性ｳﾚﾀﾝｸﾘｱｰ塗り  （18.11節準用） 

使用部位 塗り種別 素地ごしらえ 

・床 ※4回塗り ｻﾝﾀﾞ－掛け5回 ・A種 ※B種 

・一般木部 ※3回塗り ・2回塗り ・A種 ※B種 

一般木部に使用する塗料はTVOC 1.0％ 以下、床に使用する塗料はTVOC 

12％ 以下とし監督職員の承諾を必要とする。 

１９章  内装工事 
０１ ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張

り等 

 （19.2節） 

品名 種類等 厚さ 特殊機能 

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 
種類（ ※FS ・  ） 

色柄（ ※無地 ・ ） 
※2.0mm 

・帯電防止 

・耐動荷重性 

・防滑性 

・ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ 
種類（ ※KT ・  ） 

色柄（ ・       ） 

※2.0mm 

・3.0mm 

・帯電防止 

・防滑性 

・ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ 
種類（ ・        ） 

色柄（ ・       ） 

厚さ（ ・3mm ・4.5mm ・   ） 

寸法（ ・     ） 

・ﾋﾞﾆﾙ巾木 ※軟質 ・硬質 
厚さ（ ※1.5mm ・  ） 

高さ（※60mm・75mm・100mm） 

・視覚障害者用床

ﾀｲﾙ 
・ 

厚さ（ ・     ） 

寸法（ ・     ） 

・目地処理工法（ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張り） （ ※熱溶接工法 ・      ） 

  施工箇所（ ・       ） 

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物対策によ

る。 （19.2.2） 

※下地の種類は図示による  (表 19.2.1) 

０２ ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き  （19.3節） 

種類 種別、寸法（mm）等 

・織じゅうたん ・A種 ・B種 ※C種 ・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 

色柄（ ※模様のない無地 ・      ） 

ﾊﾟｲﾙ糸の種類（ ※表 19.3.1 による ・      ） 

・ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ ※全面接着 

 ・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ 

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 

ﾊﾟｲﾙ長さ 

（ ・     ） 

・ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ ・ﾗﾊﾞｰ付 ・ﾗﾊﾞｰ無 厚さ（ ・     ） 

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ※1種 ※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ 寸法（※500角 ・） 

 ・2 種  ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ  厚さ（※6.5 ・） 

・帯電防止（3kV以下） 

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄの敷き方（ ※19.3.4 ・図示による     ） 

見切り、押え金物の材質、種類及び形状は図示による。 

ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法の下敷き材（ ※反毛ﾌｪﾙﾄの第 2種2号、呼び厚さ8mm ） 

               （織じゅうたんの接合方法 ※ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法 ・     ） 

下地の種類は図示による。 

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物対策によ

る。 （19.3.3） 

０３ 合成樹脂塗

床 

 （19.4 節） 

床仕上げ 床材 表面仕上げ 

厚膜型塗床材 

･弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系 ※平滑 ･防滑 ･つや消し 

･ｴﾎﾟｷｼ樹脂系 

･薄膜流し展べ( ･平滑 ･防滑) 

･厚膜流し展べ( ･平滑 ･防

滑) ～耐熱共 

･樹脂ﾓﾙﾀﾙ( ･平滑 ･防滑 ) 

薄膜型塗床材 ･ｴﾎﾟｷｼ樹脂系 平滑 

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物対策による。(19.4.2) 

０４ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り  （19.5 節） 

品名 工法 厚さ×幅×長さ（mm） 

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ 1等 接着 ・ 

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ 1等 

・釘留め（根太張り） 

・釘留め（直張り） 

・接着（直張用） 

・ 

・複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 

・釘留め（根太張り） 

・釘留め（直張り） 

・接着（直張用） 

・ 

（ ・A種 ・B種 ・C種 ） 

樹種（ ※なら ・    ） （ ※地域材 ・      ） 

・複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞの防湿処理 

・下張り材料  （ ・合板（ｱ 12mm） ・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ（ｱ 15mm） ・図示による ） 

・緩衝材（接着工法） 材料（ ※合成樹脂発泡ｼｰﾄ ） 

仕上げ（ ・UC塗り（水性） ・生地の上ﾜｯｸｽ塗り ） 

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物

対策による。                                  （19.5.2）（19.5.5） 

０５ 畳敷き  （19.6 節） 

種別｛･A種 ･B種 ･C種 ･D種（ ･KT-Ⅰ ･KT-Ⅱ ･KT-Ⅲ ･KT-K ･KT-N ）｝ 

０６ せっこうﾎﾞｰ

ﾄﾞ、その他ﾎﾞｰﾄﾞ

及び合板張り 

 （19.7 節） 

せっこうﾎﾞｰﾄﾞその他のﾎﾞｰﾄﾞ類 

種類（記号） 種別 厚さ（mm） 備考 

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

（GB-R） 

 壁 ・9.5 （準不燃） 

・12.5 ・15.0 （不燃） 

天井 ・9.5 （準不燃） 

・12.5 ・15.0 （不燃） 

化粧せっこう

ﾎﾞｰﾄﾞ（GB-D） 

・ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様 

・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ吸収分解型 

・455×910 ・910×910 

・9.5 （準不燃） 

・12.5 （不燃） 

・木目模様 

（ｼｽﾃﾑ下地） 

・9.5 （準不燃） 

・12.5 （不燃） 

強化せっこう

ﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F） 

 ・9.5 ・12.5 

・15.0 

（不燃） 

ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっ

こうﾎﾞｰﾄﾞ

（GB-S） 

 ・9.5 ・12.5 （準不燃） 

・12.5 ・15.0 （不燃） 

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧

吸音板（DR） 

・普通 ・9.0 ・12.0 （不燃） 

・立体模様 ・12.0 ・15.0 （不燃） 

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 

（F） 

 ・6.0 ・4.0 

けい酸ｶﾙｼｳ

ﾑ板 

・普通(※0.8FK) 

・化粧（着色）・穴あけ 

・6.0 ・  

木毛ｾﾒﾝﾄ板 ※難燃 ・断熱 ・20 ・25  

化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ

板 

 ・4.0 

合板 

種類 樹種（加工方法） 厚さ 処理 

・普通合板 ・ﾗﾜﾝ ※ｼﾅ ・12 ・防虫  

・天然木化粧合板 ・ ・ ・防虫  

・特殊加工化粧合板 ・ ・ ・防虫  

MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、合板、接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20

揮発性有機化合物対策による。 （19.7.2） 

・遮音ｼｰﾙ材 （ ・ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ ） 

下地  ※図示による 

合板の張付け（ ・A種  ※B種 ） 

合板の表面性能（         ） 接着の程度（         ） 

せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地処理（ ・継目処理 ・突付け ・目透かし ） 

  継目処理のｴｯｼﾞの種類（ ・ﾃｰﾊﾟｴｯｼﾞ  ・ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ ） 

突付け、目透かしのｴｯｼﾞの種類（ ・ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ  ・ｽｸｴｱｴｯｼﾞ ） 

０７ 吸音材 吸音材の材種、工法(JIS A 6301) 

材 種 品質・規格 厚さ（mm） 

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音材 ※ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ 1 号 ・25 ・50 ・40 

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音材 ※ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ 2号 

  ・32K ・48K ・60K ・64K 

・25 ・50 

工 法  ・ｶﾞﾗｽｸﾛｽ（JIS R 3414EP   ）  にて額縁張りしたもの 

 ｲﾝｻﾙﾋﾟﾝ留め化粧ﾜｯｼｬｰ押さえ又は断熱ﾌｧｽﾅｰ留め 

 ・ｶﾞﾗｽｸﾛｽ（JIS R 3414EP   ）  にて片面張りしたもの 

 ｲﾝｻﾙﾋﾟﾝ留め化粧ﾜｯｼｬｰ押さえ又は断熱ﾌｧｽﾅｰ留め 

０８ 壁紙張り 壁紙の品質はJIS A 6921 による（19.8節） 

種類 程度 施工箇所 防火性能 

※塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系 ※普及品 ・壁 

・天井 

・不燃 ・準不燃 

※難燃 

ﾓﾙﾀﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面素地ごしらえ （ ・A種 ※B種  ） （表 18.2.4） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面素地ごしらえ ( ・A種 ※B種  )  （表 18.2.5） 

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面素地ごしらえ （ ・A種 ※B種  ） （表 18.2.7） 

壁紙、接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物

対策による。 

また壁紙はTVOCが ISM又はSV規格又は同等の基準のものとする。 

 （19.8.2） 

０９ 断熱・防露 打込み工法の断熱材はJIS A 9521 による。 

 （19.9.2） 

材  質 種類 厚さ（mm） 施工箇所 

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材 ・特号 

・1号 

・ 

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材 ・3種 a  

・3種 b 

・ 

100 

30 

図示によ

る 

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材 ・1種 

・2種 1号 

・ 

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材 ・1種 1号 

・2種 1号 

・ 

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材又は保温材並びに接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共

通事項20揮発性有機化合物対策による。 （19.9.2） 

現場発泡工法の断熱材はJIS A 9526による。 （19.9.3） 

吹き付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ 種類（ ※A種 1 ・A種1H ・    ）  

難燃性を有するものとする。 

吹付け厚さ （    ㎜） 

火気及び有害ｶﾞｽ等に対する安全衛生対策は、関係法令等に従い十分に行う。 

その他の断熱材 

材  質 厚さ（mm） 施工箇所 規格 

・ｸﾞﾗｽｳ

ｰﾙ 

・16K品（・高性能） 

・24K品（・高性能） 

  JIS A 9504 

JIS A 9521 

・    

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物対策による。 

２０章 ﾕﾆｯﾄ及びその他工事 
０１ ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ 分 類  （20.2.2） 

・置敷式 

・支柱調整式 

・支柱非固定ﾀｲﾌﾟ 

・支柱固定ﾀｲﾌﾟ 

・支柱分離型 

・支柱一体型 

構成材の材質 （ ・ｱﾙﾐ系  ・ｽﾁｰﾙ系  ・有機質系  ・無機質系 ） 

表面仕上げ材の材質 （ ・ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ ・ｶｰﾍﾟｯﾄ 

   ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ ） 

ﾊﾟﾈﾙ寸法 （         ） 

高さ （         ）（床仕上材含まない） 

耐震性能 設計用標準水平震度Ks （ ・1.0  ・0.6 ）   

 （部位については図示による） 

誤
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化粧目地ﾓﾙﾀﾙの色 （ ・    ） 

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類 （ ※9章ｼｰﾘﾝｸﾞによる  ・    ） 

・壁用金属枠及び補強材 形状等は図示による 

・金属製化粧ｶﾊﾞｰ 材質、寸法、形状等は図示による 

・建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法とする (16.14.5) 

目地幅の寸法、伸縮調整目地の位置（ ・図示による  ※16.14.5 による ） 

目地部の力骨の補強方法 （ ・図示による  ※ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ製造所の仕様による ） 

１７章  ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事 
０１ 性能 ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの性能は以下とし、確認方法は適切な資料により、監督職員の承諾を

受ける。 (17.1.3) 

耐風圧性（ S－      ） 耐火性（     時間耐火     ） 

耐震性（          ） 耐温度差性（          ） 

水密性（  W－     ） 遮音性（  T－      ） 

気密性（  A－     ） 断熱性（  H－      ） 

０２ 材料 材料   （17.2.2）(17.2.3）(17.2.6)(17.3.2）(17.3.3）(17.3.6) 

・ﾒﾀﾙｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ ・PC ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

金属材料の種類 

 （ ・                 ） 

ｺﾝｸﾘｰﾄの種類（ ※軽量 1種 ・    ） 

設計基準強度（ ※30N/  ・    ） 

ｽﾗﾝﾌﾟ（ ※12cm以下 ・    ） 

鉄筋の種類（ ※SD295 ・    ） 

補強鉄線 寸法  

（ ※径 3.2mm以上 ・        ） 

・ｼｰﾘﾝｸﾞ 種類、断面（ ※図示による ・        ） 

・ｶﾞﾗｽ  種類、厚さ（ ※図示による ・        ） 

ｶﾞﾗｽの取付材料 

・ｼｰﾘﾝｸﾞ 種類（ ※図示による ・  ） 

・構造ｶﾞｽｹｯﾄ 構造、寸法、取付（ ※図示による ・  ） 

・断熱材 種類（              ） 

仕上げ（              ） 

・耐火目地材（PC ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ） ※図示による 

・先付け材料（PC ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ） ※図示による 

０３ 取付け等 ﾒﾀﾙｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

製品の寸法許容差（ ※表 17.2.1 による ・図示による（ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金鋳物） ） 

ｶﾞﾗｽ溝の寸法、形状等（ ※製作所の仕様    ） 

躯体つけ金物の取付位置の寸法許容差（ ※表 17.2.2 による ・図示による ） 

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ部材の取付位置の寸法許容差（ ※表 17.2.3 による ・図示による ） 

PC ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

製品の見え掛り部寸法許容差 （ ※表 17.3.1 による ・図示による ） 

構造ｶﾞｽｹｯﾄを使用する場合のｱﾝｶｰ溝の寸法、寸法許容差は図示による。 

配筋 

（ ※配筋を定めた計算書により、監督職員の承諾を受ける ・図示による ） 

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ部材の取付位置の寸法許容差  （ ※表 17.3.2 による ・図示による ） 

１８章  塗装工事 
０１ 材料 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物対策による。 

（18.1.3） 

防火材料の指定 （ ※図示による  ・     ）  

工程、使用量については、各ﾒｰｶｰ仕様による。 

０２ 素地ごしらえ 各部素地ごしらえは塗り工法に応じた節の規定による。 （18.2 節)  

０３ 錆止め塗料

塗り  

各部の錆止め塗料は塗り工法に応じた節の規定による以外は下記による。 

(18.3 節) 

鉄鋼面 

使用部位 塗料種別

(18.3.2) 

塗り種別(18.3.3) 素地ごしらえ 

・屋内 ・A種 

※B種（水系） 

見掛り（※A種 ・） 

見隠れ（※B種 ・） 

※C種 

・屋外 ※A種  

亜鉛めっき鋼面  

使用部位 塗料種別(18.3.2) 塗り種別(18.3.3) 素地ごしらえ 

・屋内 ・A種  ・B種 

※C種（水系） 
・A種 ※B種  ・A種 ・B種  

・屋外 ※A種  ・B種 ・A種 ※B種  ・A種 ※B種 

・鋼製建具 ※A種  ・B種 ※A種 ・B種 ※B種 

水系錆止め塗料は仕上げ塗料がEP-Gの場合のみ適用する。 

注：鉄骨等の一回目さび止め塗料塗りは、製作工場において組み立て後に行う。 

ただし、組み立て後塗装困難となる部分は組み立て前にさび止め塗料を 2回塗

る。 

０４ 塗装 ・合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り SOP  （18.4 節） 

使用部位 塗り種別 素地ごしらえ等 

・木部 ・A種（屋外） ・B種（屋内） ・A種 

・B種（透明塗料塗り） 

・鉄鋼面 ・A種 ※B種 錆止め塗料塗による 

・亜鉛めっき鋼面  錆止め塗料塗による 

塗料の種類（ ※1種 ・2種 ） 

・耐候性塗料塗り DP  （18.7節） 

使用部位 素地ごしらえ 上塗り等級及び種類 

・鉄鋼面 B種 
・1級  ・2級  ・3級 

（種類はA種とする） 
・亜鉛めっき鋼面 ・A種 

・B種 

・ｺﾝｸﾘｰﾄ面等 A種 ・1級  ・2級  ・3級 

・つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り EP-G  （18.8節） 

使用部位 塗り種別 素地ごしらえ 

・ｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、

ﾌﾟﾗｽﾀｰ面 

・A種 ※B種 ・A種 ※B種 

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面等 ・A種 ※B種 ・A種（継目処理工法） ※B種 

・木部  ※A種 ・B種 

・鉄鋼面 ・A種 ※B種  

・亜鉛めっき鋼面 

押出成型ｾﾒﾝﾄ板面の素地ごしらえはB種とする。 

塗料はTVOC 0.3％ 以下、ｼｰﾗｰは TVOC 1.0％ 以下とし、監督職員の承諾

を必要とする。 

・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り EP  （18.9 節） 

使用部位 塗り種別 

ｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰ、ﾎﾞｰﾄﾞ面 ・A種 ※B種 

押出成型ｾﾒﾝﾄ板面の素地ごしらえはB種とする。 

屋内に使用する場合は、塗料はTVOC 0.3％ 以下、ｼｰﾗｰは TVOC 1.0％ 以

下とし監督職員の承諾を必要とする。 

・水性ｳﾚﾀﾝｸﾘｱｰ塗り  （18.11節準用） 

使用部位 塗り種別 素地ごしらえ 

・床 ※4回塗り ｻﾝﾀﾞ－掛け5回 ・A種 ※B種 

・一般木部 ※3回塗り ・2回塗り ・A種 ※B種 

一般木部に使用する塗料はTVOC 1.0％ 以下、床に使用する塗料はTVOC 

12％ 以下とし監督職員の承諾を必要とする。 

１９章  内装工事 
０１ ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張

り等 

 （19.2節） 

品名 種類等 厚さ 特殊機能 

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 
種類（ ※FS ・  ） 

色柄（ ※無地 ・ ） 
※2.0mm 

・帯電防止 

・耐動荷重性 

・防滑性 

・ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ 
種類（ ※KT ・  ） 

色柄（ ・       ） 

※2.0mm 

・3.0mm 

・帯電防止 

・防滑性 

・ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ 
種類（ ・        ） 

色柄（ ・       ） 

厚さ（ ・3mm ・4.5mm ・   ） 

寸法（ ・     ） 

・ﾋﾞﾆﾙ巾木 ※軟質 ・硬質 
厚さ（ ※1.5mm ・  ） 

高さ（※60mm・75mm・100mm） 

・視覚障害者用床

ﾀｲﾙ 
・ 

厚さ（ ・     ） 

寸法（ ・     ） 

・目地処理工法（ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張り） （ ※熱溶接工法 ・      ） 

  施工箇所（ ・       ） 

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物対策によ

る。 （19.2.2） 

※下地の種類は図示による  (表 19.2.1) 

０２ ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き  （19.3節） 

種類 種別、寸法（mm）等 

・織じゅうたん ・A種 ・B種 ※C種 ・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 

色柄（ ※模様のない無地 ・      ） 

ﾊﾟｲﾙ糸の種類（ ※表 19.3.1 による ・      ） 

・ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ ※全面接着 

 ・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ 

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 

ﾊﾟｲﾙ長さ 

（ ・     ） 

・ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ ・ﾗﾊﾞｰ付 ・ﾗﾊﾞｰ無 厚さ（ ・     ） 

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ※1種 ※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ 寸法（※500角 ・） 

 ・2 種  ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ  厚さ（※6.5 ・） 

・帯電防止（3kV以下） 

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄの敷き方（ ※19.3.4 ・図示による     ） 

見切り、押え金物の材質、種類及び形状は図示による。 

ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法の下敷き材（ ※反毛ﾌｪﾙﾄの第 2種2号、呼び厚さ8mm ） 

               （織じゅうたんの接合方法 ※ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法 ・     ） 

下地の種類は図示による。 

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物対策によ

る。 （19.3.3） 

０３ 合成樹脂塗

床 

 （19.4 節） 

床仕上げ 床材 表面仕上げ 

厚膜型塗床材 

･弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系 ※平滑 ･防滑 ･つや消し 

･ｴﾎﾟｷｼ樹脂系 

･薄膜流し展べ( ･平滑 ･防滑) 

･厚膜流し展べ( ･平滑 ･防

滑) ～耐熱共 

･樹脂ﾓﾙﾀﾙ( ･平滑 ･防滑 ) 

薄膜型塗床材 ･ｴﾎﾟｷｼ樹脂系 平滑 

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物対策による。(19.4.2) 

０４ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り  （19.5 節） 

品名 工法 厚さ×幅×長さ（mm） 

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ 1等 接着 ・ 

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ 1等 

・釘留め（根太張り） 

・釘留め（直張り） 

・接着（直張用） 

・ 

・複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 

・釘留め（根太張り） 

・釘留め（直張り） 

・接着（直張用） 

・ 

（ ・A種 ・B種 ・C種 ） 

樹種（ ※なら ・    ） （ ※地域材 ・      ） 

・複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞの防湿処理 

・下張り材料  （ ・合板（ｱ 12mm） ・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ（ｱ 15mm） ・図示による ） 

・緩衝材（接着工法） 材料（ ※合成樹脂発泡ｼｰﾄ ） 

仕上げ（ ・UC塗り（水性） ・生地の上ﾜｯｸｽ塗り ） 

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物

対策による。                                  （19.5.2）（19.5.5） 

０５ 畳敷き  （19.6 節） 

種別｛･A種 ･B種 ･C種 ･D種（ ･KT-Ⅰ ･KT-Ⅱ ･KT-Ⅲ ･KT-K ･KT-N ）｝ 

０６ せっこうﾎﾞｰ

ﾄﾞ、その他ﾎﾞｰﾄﾞ

及び合板張り 

 （19.7 節） 

せっこうﾎﾞｰﾄﾞその他のﾎﾞｰﾄﾞ類 

種類（記号） 種別 厚さ（mm） 備考 

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

（GB-R） 

 壁 ・9.5 （準不燃） 

・12.5 ・15.0 （不燃） 

天井 ・9.5 （準不燃） 

・12.5 ・15.0 （不燃） 

化粧せっこう

ﾎﾞｰﾄﾞ（GB-D） 

・ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様 

・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ吸収分解型 

・455×910 ・910×910 

・9.5 （準不燃） 

・12.5 （不燃） 

・木目模様 

（ｼｽﾃﾑ下地） 

・9.5 （準不燃） 

・12.5 （不燃） 

強化せっこう

ﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F） 

 ・9.5 ・12.5 

・15.0 

（不燃） 

ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっ

こうﾎﾞｰﾄﾞ

（GB-S） 

 ・9.5 ・12.5 （準不燃） 

・12.5 ・15.0 （不燃） 

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧

吸音板（DR） 

・普通 ・9.0 ・12.0 （不燃） 

・立体模様 ・12.0 ・15.0 （不燃） 

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 

（F） 

 ・6.0 ・4.0 

けい酸ｶﾙｼｳ

ﾑ板 

・普通(※0.8FK) 

・化粧（着色）・穴あけ 

・6.0 ・  

木毛ｾﾒﾝﾄ板 ※難燃 ・断熱 ・20 ・25  

化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ

板 

 ・4.0 

合板 

種類 樹種（加工方法） 厚さ 処理 

・普通合板 ・ﾗﾜﾝ ※ｼﾅ ・12 ・防虫  

・天然木化粧合板 ・ ・ ・防虫  

・特殊加工化粧合板 ・ ・ ・防虫  

MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、合板、接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20

揮発性有機化合物対策による。 （19.7.2） 

・遮音ｼｰﾙ材 （ ・ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ・ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ ） 

下地  ※図示による 

合板の張付け（ ・A種  ※B種 ） 

合板の表面性能（         ） 接着の程度（         ） 

せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地処理（ ・継目処理 ・突付け ・目透かし ） 

  継目処理のｴｯｼﾞの種類（ ・ﾃｰﾊﾟｴｯｼﾞ  ・ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ ） 

突付け、目透かしのｴｯｼﾞの種類（ ・ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ  ・ｽｸｴｱｴｯｼﾞ ） 

０７ 吸音材 吸音材の材種、工法(JIS A 6301) 

材 種 品質・規格 厚さ（mm） 

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音材 ※ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ 1 号 ・25 ・50 ・40 

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音材 ※ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ 2号 

  ・32K ・48K ・60K ・64K 

・25 ・50 

工 法  ・ｶﾞﾗｽｸﾛｽ（JIS R 3414EP   ）  にて額縁張りしたもの 

 ｲﾝｻﾙﾋﾟﾝ留め化粧ﾜｯｼｬｰ押さえ又は断熱ﾌｧｽﾅｰ留め 

 ・ｶﾞﾗｽｸﾛｽ（JIS R 3414EP   ）  にて片面張りしたもの 

 ｲﾝｻﾙﾋﾟﾝ留め化粧ﾜｯｼｬｰ押さえ又は断熱ﾌｧｽﾅｰ留め 

０８ 壁紙張り 壁紙の品質はJIS A 6921 による（19.8節） 

種類 程度 施工箇所 防火性能 

※塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系 ※普及品 ・壁 

・天井 

・不燃 ・準不燃 

※難燃 

ﾓﾙﾀﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面素地ごしらえ （ ・A種 ※B種  ） （表 18.2.4） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面素地ごしらえ ( ・A種 ※B種  )  （表 18.2.5） 

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面素地ごしらえ （ ・A種 ※B種  ） （表 18.2.7） 

壁紙、接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物

対策による。 

また壁紙はTVOCが ISM又はSV規格又は同等の基準のものとする。 

 （19.8.2） 

０９ 断熱・防露 打込み工法の断熱材はJIS A 9521 による。 

 （19.9.2） 

材  質 種類 厚さ（mm） 施工箇所 

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材 ・特号 

・1号 

・ 

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材 ・3種 a  

・3種 b 

・ 

100 

30 

図示によ

る 

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材 ・1種 

・2種 1号 

・ 

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材 ・1種 1号 

・2種 1号 

・ 

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材又は保温材並びに接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共

通事項20揮発性有機化合物対策による。 （19.9.2） 

現場発泡工法の断熱材はJIS A 9526による。 （19.9.3） 

吹き付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ 種類（ ※A種 1 ・A種1H ・    ）  

難燃性を有するものとする。 

吹付け厚さ （    ㎜） 

火気及び有害ｶﾞｽ等に対する安全衛生対策は、関係法令等に従い十分に行う。 

その他の断熱材 

材  質 厚さ（mm） 施工箇所 規格 

・ｸﾞﾗｽｳ

ｰﾙ 

・16K品（・高性能） 

・24K品（・高性能） 

  JIS A 9504 

JIS A 9521 

・    

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項20揮発性有機化合物対策による。 

２０章 ﾕﾆｯﾄ及びその他工事 
０１ ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ 分 類  （20.2.2） 

・置敷式 

・支柱調整式 

・支柱非固定ﾀｲﾌﾟ 

・支柱固定ﾀｲﾌﾟ 

・支柱分離型 

・支柱一体型 

構成材の材質 （ ・ｱﾙﾐ系  ・ｽﾁｰﾙ系  ・有機質系  ・無機質系 ） 

表面仕上げ材の材質 （ ・ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ ・ｶｰﾍﾟｯﾄ 

   ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ ） 

ﾊﾟﾈﾙ寸法 （         ） 

高さ （         ）（床仕上材含まない） 

耐震性能 設計用標準水平震度Ks （ ・1.0  ・0.6 ）   

 （部位については図示による） 

正
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自閉樹脂塗膜防水（B2）

飛び火認定
平面:屋根露出防水絶縁断熱工法(ASI-T1)

または無釜型ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(DI-1)飛び火認定
硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=100(接着止ﾒ)

(縦張り) t=0.4

飛び火認定
平面:屋根露出防水絶縁断熱工法(ASI-T1)

または無釜型ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(DI-1)飛び火認定

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30(接着止ﾒ)
または無釜型ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(DI-1)

立上り:屋根露出防水絶縁断熱工法(ASI-T1)
平面:屋根露出防水絶縁断熱工法(ASI-T1)

飛び火認定
または無釜型ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(DI-1)飛び火認定

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=100(接着止ﾒ)

EP-G塗

EP-G塗

木下地
構造用合板 t=12下地

床:ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t=6.5

誤



枚の内

会社
株式

サ ン 設 計 事 務 所

SUN ARCHITECTS & ENGINEERS, INC.

一級建築士事務所登録北海道知事（石）第１０９５号

Ａ

図面番号

区

分
意　匠

管理建築士　髙橋　裕幸

一級建築士第２３４０４２号
042

事

工

名 名

図
縮

尺

面
中の島中学校給食室増築ほか工事 断面詳細図２

【増築棟】

A1 1: 50

A3 1:100

年　 月　 日

R4.　03.　

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=100(接着止ﾒ)

耐食性金物下地

1
,
9
0
0

5
0
0

5
0
0

1
,
8
50

5
0

100 120

2,800

配管ﾋﾟｯﾄ

AL製笠木(既製品)
W=400

ｺﾝﾃﾅ庫

水性厚膜型特殊合成樹脂系塗床 t=4.0(防滑)

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
撥水剤塗布

幅木:床仕上材立上 H=150

洗浄室

砂利地業 t=140
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15
捨てCON t=60

2
0
0

2
,
0
50

2
,
4
00

1,
8
0
0

配管ﾋﾟｯﾄ

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

NY1NY2

GW成形板 t=50(撥水)+50

外壁1:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装角波鋼板

断面詳細図１　1:50

1,000

2,
4
0
0

7751,300

8,500

7,200

砂利地業 t=140
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15

▽1FL

△RFL(水下)

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽水上

XPS板 t=100

W=400
AL製笠木(既製品)

XPS板 t=30
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t=150

軒天:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=6.0目透ｼ張の上

軒先見切金物:AL製既製品

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

現場発泡ｳﾚﾀﾝ t=30

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

床:水性ｴﾎﾟｷｼ系防塵塗装(防滑)

配管ﾋﾟｯﾄ

GB-S t=9.5下地

NX4NX3

天井:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

捨てCON t=60

2
,
4
00

1,
8
0
0

検収室

20

SUSｱﾝｸﾞﾙ
L-30x30x3

2
,2
1
5

1
,
9
0
0

5
0
0

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(NS) t=2.0

1
60

54
0

6
0

14
0

7
00

4
,
2
00

7
00

4
,
2
00

1
60

54
0

△RFL(水下)

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽水上

▽1FL

断面詳細図２　1:50

ｴﾌﾟﾛﾝ:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均ｼ刷毛引仕上

2
0
0

▽GL

20
0

1
,5
0
0

60
0

5,
5
0
0

1
40

▽GL

6
0
0

6
0

5
8
0

60
0

1
,
45
0

5,
5
0
0

8
5
0

止水材 20x10

600

現場発泡ｳﾚﾀﾝ t=30

止水材 20x10

600

NX6

75 1,280 150

7
00

4
,
2
00

1
60

54
0

△RFL(水下)

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽水上

ﾏﾝﾎｰﾙ φ600
密閉型 耐荷重用

▽1FL

捨てCON t=60
砂利地業 t=140

ｴﾌﾟﾛﾝ:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均ｼ刷毛引仕上

水槽

2
0
0

▽GL

20
0

1
,5
0
0

60
0

5,
5
0
0

止水材 20x10

耐食性金物下地
GW成形板 t=50(撥水)+50
(縦張り) t=0.4
外壁1:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装角波鋼板

ﾎﾞｲﾗｰ室

配管ﾋﾟｯﾄ

配管ﾋﾟｯﾄ

配管ﾋﾟｯﾄ

2
,
40
0

1,600 1,050 1,050 4,800

8,5002,500

NY2NY3NY4

6
0

1
4
0

7
0
0

4
,2
0
0

1
6
0
5
4
0

▽1FL

▽水上

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

△RFL(水下)

壁:GW吸音板 t=25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包)
断熱ﾋﾟﾝ止め

床:水性ｴﾎﾟｷｼ系防塵塗装(防滑)

AL製笠木(既製品)
W=400

軒先見切金物:AL製既製品

軒天:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=6.0目透ｼ張の上

AL製笠木(既製品)
W=400

AL製水切 t=2.0

1
,
2
00

5
0

1
,
15
0

1
50

1
5
0

1
50

1
,
90
0

5
0
0

0812型

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ t=150
XPS板 t=30

XPS板 t=100

2
,
0
00

850 250 250
250

2
0

ｴﾌﾟﾛﾝ:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均ｼ刷毛引仕上

SUSｱﾝｸﾞﾙ
L-30x30x3

脱衣室１

耐食性金物下地
GW成形板 t=50(撥水)+50

(縦張り) t=0.4
外壁1:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装角波鋼板

XPS板 t=30打込

4
,2
0
0

7
0
0

1
40

△RFL(水下)

▽水上

▽1FL

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

5
40

6
0

16
0

天井･梁型:GW吸音板 t=25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包)
断熱ﾋﾟﾝ止め

幅木:床仕上材立上 H=150

壁:VC貼 

休憩室

幅木:ﾋﾞﾆﾙ幅木 H100

天井:GB-D t=9.5

砂利地業 t=140
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15
捨てCON t=60

撥水剤塗布
CON打放ｼ補修(B種)の上

▽GL

1
,
4
50

5
,
50
0

6
0
0

▽GL

6
0
0

2
0
0

6
0
0

1
,
4
50

5
,
50
0

19
3
.
3

1
9
3.
3

1
93
.
3

8
5
0

225775

1,000

止水材 20x10 止水材 20x10

600

現場発泡ｳﾚﾀﾝ t=30

配管ﾋﾟｯﾄ

NX1

4
,2
0
0

7
0
0

1
40

△RFL(水下)

▽水上

▽1FL

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

5
40

6
0

16
0

▽GL

1
,
4
50

5
,
50
0

6
0
0

NX0

2,450

AL製水切 t=2.0

CON打放ｼ補修(B種)の上
撥水剤塗布

耐食性金物下地
GW成形板 t=50(撥水)+50

(縦張り) t=0.4
外壁1:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装角波鋼板

600

現場発泡ｳﾚﾀﾝ t=30

幅木:ﾋﾞﾆﾙ幅木 H100

EP-G塗
壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

止水材 20x10

XPS板 t=30打込

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0

天井:GB-D t=9.5

廊下

2
,4
0
0

配管ﾋﾟｯﾄ

NY2

225775

1,000

120

570 1,200

1
,
5
00

2
0
0

1
,4
7
0

60
1
4
0

▽GL

100

止水材 20x10

XPS板 t=100

ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ
（設備工事）

6
0
0

4
,2
0
0

7
0
0

ボイラー室 ボイラー室

100 12075

断面詳細図３　1:50

断面詳細図４　1:50 断面詳細図５　1:50 断面詳細図６　1:50

自閉樹脂塗膜防水（B2）

飛び火認定
平面:屋根露出防水絶縁断熱工法(ASI-T1)

または無釜型ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(DI-1)飛び火認定
硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=100(接着止ﾒ)

(縦張り) t=0.4

飛び火認定
平面:屋根露出防水絶縁断熱工法(ASI-T1)

または無釜型ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(DI-1)飛び火認定

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30(接着止ﾒ)
または無釜型ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(DI-1)

立上り:屋根露出防水絶縁断熱工法(ASI-T1)
平面:屋根露出防水絶縁断熱工法(ASI-T1)

飛び火認定
または無釜型ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(DI-1)飛び火認定

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=100(接着止ﾒ)

EP-G塗

EP-G塗

木下地
構造用合板 t=12下地

床:ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t=6.5

GB-R t=9.5下地(GL張) 正



GB-S t=12.5下地

GB-S t=12.5下地

枚の内

会社
株式

サ ン 設 計 事 務 所

SUN ARCHITECTS & ENGINEERS, INC.

一級建築士事務所登録北海道知事（石）第１０９５号

Ａ

図面番号

区

分
意　匠

管理建築士　髙橋　裕幸

一級建築士第２３４０４２号
050

事

工

名 名

図
縮

尺

面
中の島中学校給食室増築ほか工事

【増築棟】

A1 1:50

A3 1:100

展開図２

消火器BOX
(壁掛型)

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

掃除用具掛
H=1,900

調理室

ｶﾞｽ回転釜ｶﾞｽ回転釜

Ａ

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
複層塗材Si

扉裏:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

掃除用具掛
H=1,900

複層塗材Si

複層塗材Si

8,500 7,200 250 5,490 3,010 1,515 5,685770

NY2 NY3

冷蔵庫
真空冷却機

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(NS) t=2.0

GB-S t=9.5下地
天井:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

洗浄室Ｄ

NX1 NX2 NY3 NY2

食缶消毒保管庫 食缶消毒保管庫 食缶消毒保管庫

NX2 NX1

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
GB-S t=9.5下地

FIX FIX
掃除用具掛

扉裏:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
撥水剤塗布

幅木:床仕上材立上 H=150

扉裏:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
撥水剤塗布

8,500 4,800 3,200 2,800 3,200 4,800 2,800

GB-S t=9.5下地
天井:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(NS) t=2.0

ｼｬｯﾀｰBOX

撥水剤塗布
壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

幅木:床仕上材立上 H=150

2,400 2,800 2,400 2,800

ｺﾝﾃﾅ庫

厨芥庫

Ｄ

ｶｰﾄｲﾝ冷蔵庫

ｼｬｯﾀｰBOX

(防滑)
床:水性厚膜型特殊合成樹脂系塗床 t=4.0

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

撥水剤塗布
壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

NX4 NX3 NX2 NY2 NY1 NX2 NY1 NY2

H=1,900

(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4

床:水性ｴﾎﾟｷｼ系防塵塗装(防滑)

1
,
90
0

2
,4
0
0

2
,4
0
0

NX1 NY2 NY1 NX1 NY1 NY2

▽1FL

2
,4
0
0

▽1FL

▽1FL

▽1FL

2
,
40
0

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｂ Ｃ Ｄ

扉裏:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
複層塗材Si

幅木:床仕上材立上 H=150

食缶消毒保管庫

(壁掛型)
消火器BOX

Ａ Ｂ Ｃ

掃除用具掛
H=1,900

食器消毒保管庫 食器消毒保管庫

幅木:床仕上材立上 H=150

コンベクションオーブン
スチーム

4,650

NX3

6,750

NX4

250

ﾊﾟｽｽﾙｰ冷蔵庫

ﾗｲｽ釜 ﾗｲｽ釜 ﾗｲｽ釜

2,300

ＣＢ

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
複層塗材SiNY3 NX4 NX3

250 6,500 4,650

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
扉裏:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

複層塗材Si
壁:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(目透ｼ)の上

複層塗材Si

3,8001,330

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
複層塗材Si

NY2

895 175

掃除用具掛
H=1,900

食缶洗浄ｼﾝｸ

三層ｼﾝｸ

複層塗材Si
壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

三方シーリング（両壁・床）
冷蔵庫下幕板:SUSｔ1.0 W=750　H=110

年　 月　 日

R4.　03.　

誤 誤



枚の内

会社
株式

サ ン 設 計 事 務 所

SUN ARCHITECTS & ENGINEERS, INC.

一級建築士事務所登録北海道知事（石）第１０９５号

Ａ

図面番号

区

分
意　匠

管理建築士　髙橋　裕幸

一級建築士第２３４０４２号
050

事

工

名 名

図
縮

尺

面
中の島中学校給食室増築ほか工事

【増築棟】

A1 1:50

A3 1:100

展開図２

消火器BOX
(壁掛型)

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

掃除用具掛
H=1,900

調理室

ｶﾞｽ回転釜ｶﾞｽ回転釜

Ａ

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
複層塗材Si

扉裏:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

掃除用具掛
H=1,900

複層塗材Si

複層塗材Si

8,500 7,200 250 5,490 3,010 1,515 5,685770

NY2 NY3

冷蔵庫
真空冷却機

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(NS) t=2.0

GB-S t=9.5下地
天井:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

洗浄室Ｄ

NX1 NX2 NY3 NY2

食缶消毒保管庫 食缶消毒保管庫 食缶消毒保管庫

NX2 NX1

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
GB-S t=9.5下地

FIX FIX
掃除用具掛

扉裏:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
撥水剤塗布

幅木:床仕上材立上 H=150

扉裏:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
撥水剤塗布

8,500 4,800 3,200 2,800 3,200 4,800 2,800

GB-S t=9.5下地
天井:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(NS) t=2.0

ｼｬｯﾀｰBOX

撥水剤塗布
壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

幅木:床仕上材立上 H=150

2,400 2,800 2,400 2,800

ｺﾝﾃﾅ庫

厨芥庫

Ｄ

ｶｰﾄｲﾝ冷蔵庫

ｼｬｯﾀｰBOX

(防滑)
床:水性厚膜型特殊合成樹脂系塗床 t=4.0

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

撥水剤塗布
壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

NX4 NX3 NX2 NY2 NY1 NX2 NY1 NY2

H=1,900

(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4

床:水性ｴﾎﾟｷｼ系防塵塗装(防滑)

1
,
90
0

2
,4
0
0

2
,4
0
0

NX1 NY2 NY1 NX1 NY1 NY2

▽1FL

2
,4
0
0

▽1FL

▽1FL

▽1FL

2
,
40
0

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｂ Ｃ Ｄ

扉裏:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
複層塗材Si

幅木:床仕上材立上 H=150

食缶消毒保管庫

(壁掛型)
消火器BOX

Ａ Ｂ Ｃ

掃除用具掛
H=1,900

食器消毒保管庫 食器消毒保管庫

幅木:床仕上材立上 H=150

コンベクションオーブン
スチーム

4,650

NX3

6,750

NX4

250

ﾊﾟｽｽﾙｰ冷蔵庫

ﾗｲｽ釜 ﾗｲｽ釜 ﾗｲｽ釜

2,300

ＣＢ

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
複層塗材SiNY3 NX4 NX3

250 6,500 4,650

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
扉裏:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

複層塗材Si
壁:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(目透ｼ)の上

複層塗材Si

3,8001,330

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
複層塗材Si

NY2

895 175

掃除用具掛
H=1,900

食缶洗浄ｼﾝｸ

三層ｼﾝｸ

複層塗材Si
壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

三方シーリング（両壁・床）
冷蔵庫下幕板:SUSｔ1.0 W=750　H=110

年　 月　 日

R4.　03.　

GB-S t=9.5下地

GB-S t=9.5下地

正 正



枚の内

会社
株式

サ ン 設 計 事 務 所

SUN ARCHITECTS & ENGINEERS, INC.

一級建築士事務所登録北海道知事（石）第１０９５号

Ａ

図面番号

区

分
意　匠

管理建築士　髙橋　裕幸

一級建築士第２３４０４２号
052

事

工

名 名

図
縮

尺

面
中の島中学校給食室増築ほか工事

【増築棟】

A1 1:50

A3 1:100

展開図４

年　 月　 日

R4.　03.　

2
,4
0
0

▽1FL

前室２

NX5

1,965 1,375

洗濯機ｽﾍﾟｰｽ
800x800程度

2,500 3,700

NY3 NX5

1,9651,375

Ａ Ｂ Ｃ

2,5003,700

NY3

Ｄ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(NS) t=2.0

幅木:ﾋﾞﾆﾙ幅木 H=100

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
EP-G塗

天井:GB-D t=9.5

天井:GB-D t=9.5

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
GB-R t=9.5下地

EP-G塗
壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

GB-R t=9.5下地
壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
EP-G塗

WC前室

2
,4
0
0

1,750 850 1,750

Ａ Ｂ Ｃ

850

Ｄ

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
GB-R t=9.5下地

天井:GB-D t=9.5

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0

幅木:ﾋﾞﾆﾙ幅木 H=100

1,750

Ａ

1,250

Ｂ

1,750

Ｃ

1,250

Ｄ

2
,4
0
0

扉裏:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
GB-R t=9.5下地

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
GB-R t=9.5下地

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0

幅木:ﾋﾞﾆﾙ幅木 H=100

天井:GB-D t=9.5

▽1FL

壁:VC貼
GB-R t=12.5下地(GL張)

4,145

NX6

休憩室 Ａ

2,500 1,600

Ｂ

2
,
40
0

1
5
0

NY3

幅木:ﾋﾞﾆﾙ幅木 H=100

5
0

1
,
15
0

1
,
2
00

1
50

GB-R t=12.5下地(GL張)
天井:GB-D t=9.5

壁:VC貼

床:ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t=7.0
耐水合板 t=12下地

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(NS) t=2.0

4,145

NX6

GB-R t=12.5下地(LGS下地)

GB-R t=12.5下地(LGS下地)GB-R t=12.5下地(GL張)

壁:VC貼

Ｃ

2,5001,600

NY3

Ｄ

壁:VC貼
GB-R t=12.5下地(LGS下地)

ＷＣ

▽1FL

2
,
40
0

1
50

脱衣室１ Ａ

1,370 1,050 1,370 1,050

Ｂ Ｃ Ｄ

幅木:ﾋﾞﾆﾙ幅木 H=100

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
GB-R t=9.5下地

天井:GB-D t=9.5
2
,
40
0

1
50

脱衣室２

NY4 NY4

幅木:ﾋﾞﾆﾙ幅木 H=100

扉裏:VC貼
GB-R t=12.5下地(LGS下地)

GB-R t=9.5下地
壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)

1,025

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
GB-R t=9.5下地

幅木:ﾋﾞﾆﾙ幅木 H=100

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0

天井:GB-D t=9.5

1,630 1,025 1,630

ＢＡ Ｃ Ｄ

誤

誤

誤
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SUN ARCHITECTS & ENGINEERS, INC.

一級建築士事務所登録北海道知事（石）第１０９５号

Ａ

図面番号

区

分
意　匠

管理建築士　髙橋　裕幸

一級建築士第２３４０４２号
052

事

工

名 名

図
縮

尺

面
中の島中学校給食室増築ほか工事

【増築棟】

A1 1:50

A3 1:100

展開図４

年　 月　 日

R4.　03.　

2
,4
0
0

▽1FL

前室２

NX5

1,965 1,375

洗濯機ｽﾍﾟｰｽ
800x800程度

2,500 3,700

NY3 NX5

1,9651,375

Ａ Ｂ Ｃ

2,5003,700

NY3

Ｄ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(NS) t=2.0

幅木:ﾋﾞﾆﾙ幅木 H=100

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上
EP-G塗

天井:GB-D t=9.5

天井:GB-D t=9.5

壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
GB-R t=9.5下地

EP-G塗
壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修(B種)の上

GB-R t=9.5下地
壁:化粧ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=4(ｼﾞｮｲﾅｰ張)
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